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　理想を求めるオリンピック選手は、ほんの数分の試合のために、それまでの精進に加えて4 年

間、我慢に我慢のトレーニングを重ねます。勝敗もさることながら、それまでのひたむきな取り

組みに、私達は大きな感動をいただきます。高い目標、試行錯誤、低迷、葛藤、それらと戦いな

がら、しかし逃げずに地道に続けてきたその姿に、です。

　「本物」とは、高い理想を見つめる時も命の温もりを求める時も、実は地味な日常の営みから生

まれるのですね。本物はおごらず、本物は争わず、本物はほっくりと温かい。本物は寛容で、他

人を受け入れ己を顧み、悪に強く人に優しい。

　自分本位で小さなプライドに翻弄されると、本物を装っても、所詮人も芸術も雑念に満ちたも

のになってしまいます。他人ではなく、全ての因は己にあり、です。

　文団連は、人の心を救う文化・芸術にたずさわっている人々の集団ですから、少しでも本物に

近づきたいものですね。各人が本物の文化人としての誇りをもって、人々に、社会に「真・善・

美・聖」を発信していける団体であれる様、力をあわせて歩んで参りましょう。（祈りをもって…）

 「青少年文化体験フェスタ」盛況のうちに終わる

　12月 10 日(土)、新狭山小学校にて第9回となる「青少年文化体験フェスタ」が行われました。

当日は晴天に恵まれ、小学校1・2年生の初参加もあり、延べ 319 名が16 種類の文化体験をしま

した。

　新しい加盟団体「ティーンズクラップ」によるヒップホップダンス・ミュージカル・ポップソ

ング・ギター・和太鼓の新メニューや、茶室での茶道体験、クリスマスのお花づくりなど、夢中

になって取り組む子どもたちの姿がみられました。また、会場係りとして中学生ボランティアが

参加者をサポートして大活躍いたしました。

　今回の体験から市民会館で行われる「狭山市民芸術祭」に参加する子どもたちがいますので、是

非2 月25 日(土)には遊びに来てください。

　これからも、市内のすべての子どもたちが文化体験に参加できるよう工夫して開催してまいり

ますので、ご協力頂きますようよろしくお願いもうし

あげます。　　　　　　　（実行委員長　岸野智子）

今日も一つ　悲しいことがあった

今日もまた一つ　うれしいことがあった

　　笑ったり　泣いたり　望んだり　あきらめたり

　　にくんだり　愛したり　・・・・・・・

　　　　　そして　これらの一つ一つを　柔らかく包んでくれた

　　　　　数え切れないほど沢山の　平凡なことがあった　　　～　星野富弘　～

狭山市文化団体連合会　副会長　横山千枝子 (美衣)

（第6回狭山市民芸術祭　実行委員長）

　　「本物」への道　
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